
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 ２35 号  『  寒波去り 聞こえる春の足音は・・・  』

発行元：日田市上津江公民館    

〒877-0311 大分県日田市上津江町 2710 

TEL 0973-55-2043 FAX 0973-55-2728 

 メールアドレス：k-tsue-k@hita-net.jp 

ホームページ：http://www.hita-k.org/kamitsue/ 

     ☆上津江の話題はホームページから！☆ 

令和７年３月１日 

発 行

◆日 時：３月２０日（木・祝） 
午前９時３０分～１２時００分頃 

 
◆場 所：上津江体育館(公民館) 調理室 
 
◆内 容：シイタケを使った料理 
       しいたけの南蛮漬けなどを予定 
 
◆講 師：小野敏郎さん 
 

イラスト著作権 ／ がくげい  

�����今年度４回目の料理教室は、地域の食材を使った料理を小野敏郎さんに教えていただきます。 

山伏師社の逆さ杉(兵戸峠)  

   …関連記事【３面】 

◆準備物：エプロン・三角巾 
         持ち帰り用タッパー 
 
◆定 員：１０人程度（先着順） 
◆参加費：５００円以内（材料代として） 
 
◆申込み：★上津江公民館まで 

お申込みください 
◆申込締切り：３月１８日（火）まで 

�����しいたけの南蛮漬けなど、めずらしい料理も予定していますので、 
多くの皆さんのご参加お待ちしています！ 

�����今回の食材はこれから旬になる『しいたけ』。冬を越した春のしいたけは“春子”と呼ばれ、 
身が締まってうま味があります。 
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� ピアノを弾きたい方は上津江公民館事務室 

まで、おたずねください 

 

� 平日の 8：30～17：00 の間で弾くことが 

できますが、イベントや会議などの都合で 

使用できない場合もあります 

 

� ピアノや床を傷つけたり壊したりしない 

ように大切に使ってください 

 

� 次に待っている人がいるときはゆずり合って 

利用してください 

 

� 他の楽器を持ち込んでの合奏や大人数での 

合唱など事前に申し出てください 

日 時：３月２１日（金） 
８：３０ 上津江振興局出発！ 

～１７：００頃 帰着予定 
 

行 程：①九州国立博物館（10:30～） 
         『はにわ展』見学 
         ↓↓↓ 
      連絡通路で移動・昼食 
         ↓↓↓ 
    ②太宰府天満宮 （13:30～） 
        ガイドの案内で見学 
         ↓↓↓ 
      連絡通路で移動・バス乗車 
 
参加費：３，０００円／１人 
       （入場料および昼食代） 
 
定 員：２０名（先着順です） 
 
締切り：３月１３日（木）まで 
 
申込み：上津江公民館まで 

お申込みください 

環境・文化講座 

 開館２０周年となる九州国立博物館。１月下旬にリ

ニューアルしました。 

今回は開催中の特別展『はにわ展』を見学します。 

埴輪が出現したのは１７００年以上前とされていま

す。王が眠る墓の副葬品で、人や動物などをかたどっ

た素焼きの像を古墳の周囲に並べていました。 

 国宝を含む『挂甲(けいこう)の武人』５体や円筒埴

輪、形象埴輪など、さまざまな形状の埴輪が展示され

ています。 

 １月下旬から振興局エントランスに設置された

かみつえみんなのピアノ。振興局が開いている平日

ならば、どなたでも弾くことができます。 

ぜひ、ピアノの音色を楽しんでください♪ 

 学問の神様として知られる菅原道真を祀っている太

宰府天満宮。現在、２０２７年の式年大祭に向けて、本

殿（国指定重要文化財）の大規模改修を行っています。

大改修は明治以来で１２４年ぶりとなります。改修中

は「仮殿」を設けています。 

皆さんも１度は参拝されたことがあると思いますが、

御神牛や大樟のある広い境内をボランティアガイドの

案内で散策しましょう。 
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午前 10 時から 12 時まで、上津江振興局相談室にて行政相談を行っています。 

３月の相談日 １９日(水) / ４月の相談日 １６日(水) 

市民と行政の懸け橋！ 定例行政相談会 のお知らせ！   

今
年
度
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供
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子
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 ２月１７日（月）今年度３回目の料理教室を開催。

彌永裕之さんを講師にお招きして、本格的ですが簡

単にできるスイーツを教えていただきました。 

 今回は「バナナケーキ」と「リンゴのコンポート」

をメインに作り、リンゴの芯や皮を使った「アップ

ルティー」も添えて、甘い香りに包まれました。 

引き続き「昔懐かし思い出の写真」を募集しています。あなたの思い出の上津江の写真をお寄せ下さい！ 

 菊池市との県境に「山伏師（ヤンボシ）さま」と
呼ばれる社がある。鎌倉時代の１２１０年、修験僧
「真角」を祀ったと称する石造が１体とその他の石
造２体が祭祀されている。また、この社の中に樹齢
数百年以上と推定される老古杉があり、この杉は逆
さに植えられたものと言い伝えられている。 

また、この神社から尾根伝いに登っていくと「山
伏師のうしろ飛び岩」と云われる巨岩がある。  

        ―『上津江の文化財』より― 
 

兵
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3/ 1 津江っ子チャレンジクラブ 閉講式 

3/ 4 ふるさと再発見講座 

3/ 5 上津江公民館運営委員会 常任委員会 

3/14 女性セミナー バス研修＠熊本 

3/20 料理教室 第 4回 

3/21 環境・文化講座 歴史探訪＠太宰府 

 

皆さまの川柳作品の投稿をお待ちしています！ 

           ３月２７日(木)までにお送りいただいた作品は次号に掲載いたします  
 

①作品、②作品についての簡単なコメント（説明）、③氏名、④住所、⑤電話番号を 
明記して公民館までお送りください 

 今年は例年より雪が多かった。昼間でも気温 

が低くなかなか雪が融けなかったのには参った。 

 それでも数十年前はもっと降ったという話が 

あちこちで聞かれた。雪が２、３０センチ積もるのは毎年の

ことで、だからこその楽しみもあったと。かまくらを作って

その中ですごしたり、竹ソリや竹スキーを作って滑ったりし

て時には叱られたりしたと言う人もいた。 

 私の記憶でも、子どもたちは雪遊び、大人は大人で集まっ

てちょっとした宴会を開いたりして、まるで村中が日曜日に

なったような感じだった。 

 今は雪が降ると道路状況が気になり落ち着かない時間を

過ごすが、時折、みんなの笑顔と共にこの頃のことが心に浮

かぶ・・・・。 

 ５年間原稿を書きながら「笑顔の種」に支えられてきたこ

とに感謝したい。長い間お付き合いいただき、ありがとうご

ざいました。      上津江公民館長  武原 文子 
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